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王里 想的な末日聖徒の家庭とは・神権の権威
によって結び固め られた両親により管理

される家庭である。また子供が誓約の子 でな

い場合は，その両親に結 び固め られている。

この家庭は什分 の一を納めて築かれている。

すなわち，家族全員が収入の什分の一を納め

ている。

本当の末 日聖徒の家庭では，毎 日が家族の

祈 りと個 入の祈 りで始まり， また終わってい

る。

イエス ・キ リス トの福音が，言葉 と模 範に

よって教 えられ，生活に取 り入れ られている。

この家庭では，神権が尊ばれている。

本当の末 日聖徒の家庭では，家族が互 いに

誠実である。互いに愛 し，敬い，助 け合って

いる。

末 日聖徒は結婚 について特.別な考えを持っ

ている。結婚 はこの世 の家族の始 ま りである。

これについては，一般 の人々の考 えも同じで

ある。 しか し末 日聖徒 はさらに，結婚 はまた

永遠の家族の始 まりであると考えている。夫

婦が聖 なる神権により， また約束の聖 きみた

まによ り結 び固め られるならば，ふた りの結

合は永遠に続 く， そして子供たちは永遠にそ

のふた りの子供になる というのが，末 日聖徒

の考えである。この希望 と期待 を，末 日聖徒

は神か ら与 えられた概念 として抱いているの

である。

この概念は， これか ら結婚 しようとする末

日聖徒の男女に，清 く汚れない生活を送 りた

いという気持ちを起こさせ る。デビッ ド・0・

マ ッケイ大管長は よく次のように語 った。「神
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殿で結婚できる とい うことは，ふた りがふ さ

わしい生活を送 って きたというしる しである。
.したが
って，神殿 に参 入で きる資格 を得 ること

が大切 であり，こ.れは コー トシップ と婚約期 間

中の生活によって判断される。……幸福な結

婚生活の基はコニ トシップにあ り，結婚式に

始 まるものではない。神殿 において素晴 らし

い結婚 をす るためには，清 い生活 を送 ること

が必要 である。」(1959年6月25日 ，神殿集会)

まだ結び固めを受けていない夫婦は，神殿

で結び固めを受 けることを目標 にすべ きであ

る。そのためには，福音の標準に添って生活

し， 自らを資格 ある者 とすることである。そ

の準備 をする時に主の導 きを求め， とにか く

努力 して，神殿に参入し，結び固めを受ける

ようにしていただきたい。

ブ リガム ・ヤング大管長 は，かつて次のよ

うに語 った。

「教会の若い男性は
， 自分のおかれている

状態 をよ く理解す るならば，た とえ英国まで

旅 をしなければならな くて も，正 しい方法 で

結婚するために必ずや喜んで出かけて行 くこ

とだろう。また，福音 を愛し，その祝福にあず

か りたいと望む教会の若い女性 は，ほかの方

法では結婚 しないことだろ う。」(ノb曜ηα1げ

Dガs60卿s6s「説 教集」11：118)

前 に も述べた ように，末 日聖徒の家庭は什

分の一 を納めて築かれた家庭である。什分の

一について
，ブ リガム ・ヤング大管長は次の

ように語 っている。

「主は什分の一の律法 を一定められ，アダム，

エ ノク，アブラハム の 時代 にこれ は守 られ

た。……私は末 日聖徒 と自称する方々にこの

ことをはっきりと申し上げたい。什分の一 と

捧げ物を無視する人々は，やがて主の懲 らし

めを受けるであろう。最 も大切 なこの戒めを

なお ざりにす る人々がいる。しか し，什分 の

一 と捧げ物 を納めるのを怠る入々は
，他の1事

柄も怠るようになる。そしてそ うす る内に，

福音の精神 もまったく失 って しまい，暗黒の中

に踏み込んで，自分がどこへ行 こうとしている

のかがわか らな くなってしまうことだろう。」

(「説教集」15：163)

本.当の末 日聖徒の家庭はすべ て，祈 りの家

庭である。主はアダム とイヴをエデンの園 よ

り追 い出した後，彼 らに 「主なる汝 らの神 を

礼拝」せ よという戒めを与えられた(モ ーセ

5：5)。 これは現在の記録 にある限 り，彼らが

園を出た後，初めて与えられた戒めである。

その時から現在 まで，この戒めは他のいかな

る戒めに も増してひんぱんに繰 り返 されている。

この戒めに従 うことを.怠る教会員の家族や個

人は，危険 を自らの身に招いているのである。

主は言われた。「勝利者たらんことを常に祈

るべ し。誠にサ タンに打ち勝つ様に祈れ， ま

た現にサタンの仕事に力を与 うるサ タンの僕
のが

らの手 より免れんことを祈るべ し。」(教 義 と

聖糸勺10：5)

「われまた彼 らに一つの誠命 を与 う
。およ

そ，祈 るべ き時にわが前に祈 りをなすことを
さば

守 らざる者は，わが民 を審 く者の前に覚えら

るべ し。」(教 義 と聖約68：33)

ジ ョセブ ・F・ ス ミス大管長は次のように

言っている。

「神の王国，正義，進歩，発展，神の王国

におけ る永遠の生命 と永遠の増加の基は，神

が定め られた家庭にある。家族が純潔，真実

の愛，正義公平の原則の上に築かれ るならば，

家庭 に最 も崇高 な敬慶 さと気高い思いをもた

らすことは決 してむずか しくない。互いに全

幅の信頼を寄せ，神の律法 を守 って生活 し，

この世における使命を果たそうと決心してい

る夫婦は，家庭 なしに満足しないであろうし，

また満足す るはずがない。彼らの心，考え，

思い，望みはおのずか ら，家庭 と家族 と自ら

の王国の建設に， また永遠の増加 と力，栄光，

昇栄，支配，終 わりのない世 界の基 を据える

ことに向けられるであろ う。」(「福音の教義」

第2巻 ，p.39)

天 国は，理想的な末 日聖徒の家庭の延長に

過 ぎないのである。
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教 会貝の家庭で生まれ育・た私は・改宗者
のことを多少ねたま しく思 ったものでし

た。それは，改宗者が証 をい とも容易に得て

いるようにみえたか らです。私はユ タ州で生

まれて，信仰篤 いモルモンの家庭で育 ち， い

つ も福音 を教えられていました。 しか し，信

仰についてい くら聞いて も，それが どういう

ものなのか， またそれ を自分の生活にどう生

か したらよいのか，実際にはわか りませんで

した。い くら証会に出席 しても， 自分に証 は

ありませんでしたし，証 を得 る方法 もわか り

ませんでした。私は祈 り，聖典 も読 みました。

行な うようにと一般 に言われているこ とはす

べて行ないました。けれ ども，よ く話に聞い

ている信仰 と証が自分で どうしたら得 られる

のか，わか らなかったのです。

大きくなれば 自然 に証が得 られるだろうと

考 えて，私は長い間その ことを大して心配 も

しませんでした。ところが，い くら年 を取っ

ても証が得 られないのです。高校 を卒業 して

ブ リガム ・ヤング大学に入学す る頃になって

も， まだ証がありませ んで した。

私は，同年齢の人々がみんなの前に立 って

立派な証 を述べ る証会で，ただ じっとすわっ

ていたことを思 い出します。自分が まるで霊

的な巨人たちの中の小人の ように感 じられて

きました。私よ り福音の知識が少ないのに，

輝 くばか りの素晴 らしい証 を持 っている人々

が大勢い ました。

証 を得たい という望みは，年がたつにつれ

て次第に強 くな りました。そ して とうとう，
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自分が神 と教会 を本 当に信 じているのか どう

かはっきりさせなければな らない と思 うよう

になったのです。

私はその問題 をじっくりと考えました。す

るとその時， どうすれば神からの答 えが得 ら

れるか を述べた聖句が幾つか心に浮かんで き

ました。それ らの聖句はいずれ も，神か ら何

か をいただ くには， まず信仰を働かせ なけれ

ばな らないと述べています。私はこのこ とに

気づ きました。これについては以前に も聞い

ていたはずですが，改めてそのことを考 えた

時に，私は以前 とはまるで違った衝撃 を受け

ました。 自分には信仰がない，信仰 とは何か

を理解 してさえいないと，その時思 ったので

す。神 とイエス ・キ リス トとジ ョセブ ・ス ミ

スについて証 を得 るには， まず信仰 とは一体

何か を知 らなければな りません。

そこで私は，信仰がどう定義 されているか

.を調べ ました
。その中で一番良いのはヘブル

書11章 の聖句で した。「さて，信仰 とは，望ん

でいる事がらを確信 し， まだ見ていない事実

を確 認することである。」私 はこの聖 句を何度

も繰 り返 して読 み」長 い間それについて考 え

ました。けれ ども.まださっぱ!)わ か らず，意

味が判然 としないのです。

うららかな春のある日，澄んだ青空と葉 の

緑が織 りなす陰影 を楽 しみなが らキャンパス

を歩いていた時で した。全 く突然にり とて も

大切なこ とが わかったのです。それ まで信仰

についていろいろな言葉 を読んで も感動 した

ことがな く，信仰'とは どんな ものであるか を



感 じたこ ともあ りませ んで した。 ところが，

その時ばか りは違 いました。ひとつの言葉が

私の心の壁 を貫 き通 し，心の底 まで達 した よ

うでした。私 は 「信頼」 とい う言葉によって，

本当の信仰の何であるかをかいま見 たように

感 じました。

信仰 を得 るために，天父 を信頼す るこ とが

大切 です。神は私 を愛 していて必ず真理 を啓

示 して下さる，サタンや だ.れかにだまされな

いように守 って下 さる，と信 じるように努め

るこ とが大切 です。そうす る時に， この福音

が真実であれば，神 はそれを私に教 えて下 さ

ることで しょっ。

けれども，間違わないだろうか。聖霊を通

して本当の証 を得ないのに，証 を得 たと錯覚

しは しないだろうか という心配が，頭か ら離

れませんでした。.ほかの どんなこと.よりも，

それが一番の心配で した し，一番いやだ と思

うことでした。神 をその ように信頼す ること

は，宙を飛ぶ 自分 をだれかが受 けとめて くれ

ないだろうかと願 うようなこわい気持 ちでした。

でも，自分で証 を得 たい と思 うな ら，何 かを

しなければならないことはわか っていました。

私は，信仰が一朝一夕に得 られるものでは

ないことを知 りました。 しか し，真心か ら主

を信頼 し，主に信頼 を示そ うと努め ました。

やがて，何か素晴らしいものが心に生 じ始め

ました。ある日，ベ ッ ドに腰をおろしていた

時， それまで気づか な々 ったある気持ちを感

じたのです。けれ ども， このような気持 ちは

以前に も感 じたこ と.があるように思います。

私はそこにすわったまま，心にこうつぶやい

たのを覚 えています。「主が祈 りに答えて下 さ

った。主は確かに生 きてい らっしゃる。主が

生きていらっ しゃることが私には本当にわか

るわ」 と。

それは心の奥底か らの暖かい平安 な気持ち

で した。 こうして私は神が生きてい らっ しゃ

るこ とを知ったのです。 その時はどんなにう

れ しかったこ とでしょう。

それが努力の終わ りでなかったことはもち

ろんです。まだ，イエス ・キ リス トが本当に自

分の救い主か どうか，ジ ョセブ ・ス ミスは予

言者か どうか，現在の大管長は予言者か どう

かについても知 らなければな りません。この

よっにた くさんのこ とを知 らなければなりま

せん。 もっと祈 り， もっと断食をし，聖典や

大会 の話や説教 をもっと研究 しなければな り

ませ ん。知 らず知 らずの うちに，アルマ書32

章 の，信仰 を生 きた種にたとえたアルマの言

葉が私の生活に実現 して きました。

私は，主への信頼が必要だ と悟った日にそ

の種 をまいたのです。種は私の心 を広 くし，

私の理解力を増 して くれ ました。初め種 をま

くことを恐れた私で したが，それ以後，福音

に対する理解力が100倍 に も増して，た くさ

んの事柄に対 し.て証 を得ています。以来私は

幾度 も頑張って，今 も自分 自身を強 くし， も

っ とよく神のことを理解 しようと努 めていま

す。道は決 して楽ではあ りません。 しかし，

その道を歩むことによって得 られる永遠の祝

福は，努力 を払 う売 分な価値があるのです。
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伝 道に関する最近の記事を読んで・この手
紙を書 く決心 をしました。 それ と言 うの

も， この18年 間，いつ もこの ことを考え続け

てきたか らです。

1953年 の夏，16歳 の私は，バージニア州ア

ビン ドンにあるバーター劇場 で，女優 を志願

して養成を受けていました。劇団の主役 を務

めていたのは，ニュー ヨー クで開かれた選考

会で最優秀賞を得た赤毛の美しい女性 でした。

恐らく芸名だったので しょう。名前 をジュー

模範による伝道

ン ・モンカー と言いました。私は彼女 と同 じ

部屋にな りました。毎朝私が目を覚 ます と，

ジューンはいつ もベ ッ ドに座 って本 を読んで

いました。 どんな時間に目を覚 ましても，私

の目に映る光景はいつ も同 じで した。このよ

うな日々が4ヵ 月も続 きました。

彼女が 「モルモン」 であるというニュー ス

は，瞬間に私たちの間に広が りました。道徳

というものが とか くないが しろにされ る環境

の中で，彼女は白雪のように清 らかでした。

雛 翻麟.

鑛鰯
、， ・・黛 邸∫， 瀬

飛 』灘 離

灘灘 謹
， 路 澱

灘欝騨
ポ 民ビ 」

纒幽覇
1、

灘
坤

ぎ

薩 羅

ゑ 確 澱 ・

難 、

暇譲

躍

朝 鐸 轟、 簸 懸 饗 響 ㍗=悔「』
・ 樽灘 輪 燃 戴

灘 謹 鵬1



ぴ

お酒 もタバコも口に しない彼女は，演技の上

でもその姿勢 をくず しませ んで した。もちろ

ん私室に男性 を入れるようなことはあ りませ

ん。彼女はすべての人を愛 していました。「ス

ター」であるにもかかわらず， とても穏やか

で親切で した。彼女 は毎朝読書にふけ ってい

ました。台本ではな く，いつ も本を読 んでい

ました。

彼女は 自分の信 じている宗教 について一言

も私 に話 しませ んで した し，私 も尋 ねません

でした。けれ ども，彼女は私に とって決 して

忘れ得ぬ人でした。

何年かたって私は結婚 し，2児 の母 とな り

ました。そして しば らくす ると，私 たち夫婦

は， 自分たちの生活の中に霊性が欠けている

ことに気づ くようにな りました。宗教講座 を

受けた り， いろいろな教会へ行 った りしまし

たが，それでも私たちの心は満 たされ ません

でした。

そのような折 に，私はジュー ンのことを思

い出 しました。人の話では，彼女は 「モルモ

ン」とい うことでした。それまで私たちは 「モ

ルモン」 とは何かまった く知 りませんでした。

また，歴史の授業で学んだ という記憶 もあ りま

せん。そこで私 はアラバマ州オペ リカにある

公立図書館に行 き，やっ との思 いで捜 し出し

た 「モルモン経」を借 りました。見 ると，「モ

ルモン経」の裏表紙 に伝道本部の所在地一覧

表が載っていました。そこで私は一番近 いジ.

ヨージア州の伝道本部に手紙を書 き，教会で

は改宗者を受け入れるか どうか を尋ね ました。

こうして，私たちの家族にとって大切な 日々

が訪れたので した。

現在私たち夫婦の親族には，合わせ.て37人

の 末 日聖徒がいます。 また霊界で も，大勢の

親族が同 じ機会にあずか っています。ひ とり

の女性の模範が私の心に決 して消えない刻印

を押 したか らでした。このこ とをその女性に

お伝 えした くて八方手を尽 くしましたが，捜

し出せ ませんでした。

私 たちは どこに人の 目があ り， その人々が

私たちか ら何を学んでいるか知るすべはあり

ません。 しか し，このことをよく心に留めて

生活する必要があることを，私は自分の体験

か ら知 りました。

オクラホマ州フォス

アン ・ファウラー ・レー ン

編集後記 ：レー ン姉妹の手紙に感動 した編集

部は，この 「尋ね人」探 しをしました。その

結果，ジューン ・モンカー ・ウェイ ト姉妹は

現在，カ リフォルニア州のハ ジエ ンダ ・ハイ

ツに家族 と共に住んでいます。彼女はそこで

カ リフォルニア州エルモンテステーキ部の扶

助協会会長 を務めています。彼女は次のよう

に語 っています。「私はニュー ヨークか らカリ

フォルニアに移 り，南カ リフォルニア大学 を

卒業 した後， プロの世 界から引退 しました。

で もよく，ワー ド部の演劇や ロー ドショーの

指導 をさせていただきます。プロの舞台に立

った時に， 自分の求めていた生 き方 と，そこ

での生活様式には大 きな開きがあることに気

づ いたのです。それに，満足のい く達成感 を

味わっ.こともできませんで した。けれ ども，

あの短い期間に，ほかの方に良い感化 を与え

ることがで きたと伺 って，本当にうれ しく思

います 。でもおもしろいですね。意識的に伝

道 しようとするどどういうわけか成功 しない

ん ですか ら。」

13.



エ リザ ベ ス ・

フラ ン シス ・

イ エ ー ツ

「海 陸を問わず注 はいつも主の民の上}こ

み手 を差 し伸べてこ られたとはっきり

言うことができます。」1905年3月12日 ，エ リ

ザベ ス ・フランシス ・イェーツ姉妹はこう書

いている。「決 して敵には負けないという信仰

が必要 とされたこ とも度々でした。……でも，

私は年寄 りのひとりとして，『若い頃か ら年 を

取った今に至るまで正義が見放 されるの をた

だの一度 も見たことがない』 と言うことがで

きます。」

彼女は72歳 ， ソル トレー ク ・シテ ィーで死

去するわずか5年 前であったが，聖 く純粋 な

彼女の信仰 と根気はその年齢のせいではなか

った。悲嘆によって試され，苦労に よってみ

がかれ，度重なる試練に耐えて きたその証 に

よって築かれたものであった。
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英 国デボンシャー州のサウスモル トンで英

国国教会の上 品な家庭に育ったエ リザベスは，

十代の時に，バプテスマに関す る聖書の教え

と自分の教会の教えとが一致 していないのに

悩み，以来教会に行 く楽 しみを失 なってしま

った。彼女は15の 年でウィリアム ・ウイ リア

ムズ と結婚 し，長女 を出産 した後，初めて末

日聖徒の話 を耳に した。

けれ ども最初，エ リザベスは この教会に興

味 を持たなかった。それまでの教会に満足 し

ていたわけではなかったが，「少な くとも非常

に立派な教会」だ と息っていたからである。

ある雨の 日の午後，彼女は差 し出されたパン

フレ ットを断わるのは失礼だ と思い，それ を

受け取って読んだ。 そして読み始め ると間 も

な く， ジョン ・テイラー長老 と数名のフラン



ス人牧師 との討論の記事にすっか り心を奪 わ

れて しまった。

「私はそれを全部読み終えると，思わず，

『主 よ，感謝 します。 とうとう正 しい道 を見

つけました』と叫び ました。」彼女は集会に出

席 して， ジョセブ ・ス ミスの使命について話

を聞いた。「心は喜びで満たされ ましたが，そ

の時は 自分の気持 ちをあまり表現 できませ ん

で した。 ただ， 自分の罪を悔 い改めてバプテ

スマ を受ける以外に道はない と思いました。

元の教会の人たちが絶対反対す ることはわか

っていましたし， これまでの友達 も冷た くな

るだろうと想像は していました。けれども，

実際は予想以上で した。」

この 「実際は予想以上で した」 とい う短い

言葉の中には，断腸の思 いがこめられている。

というのは，母親か ら実家の門 をくぐっては

な らない と言いわたされ，夫か らは家族 と信

仰の二者択一 を迫られたのである。彼女は苦

悩の涙の うちに 自分の証 を否定す ることを拒

んだ。す ると夫は彼女 と4人 の幼い娘 を残 し

て家 を出て行 った。エ リザベ スは毛織物工場

に職 を見つけ，織機のわきに赤ん坊 を寝かせ

たか ごを置いて働 きなが ら， どうにか子供た

ちを養った。そのような苦労に もめげないエ

リザベ スを見たウィ リアムは，4人 の娘 をみ

な引き取 らて， ロン ドンに連れて行って しま

った。法の定めによ り，エ リザベ スは彼 を引

きとめることも，抗議す るこ ともで きなかっ

たのである。.

しか し，エ リザベ スはひるまなか った。彼

女が最後にため らっ.たのは，1851年12月4日

の真夜中に，暗い水面を見つめてい ざバプテ

ズマ を受けようという時だけであった。.「とて

も水に入 って行けないように感 じました。で

も，『これしかない』と告げる声 を聞いたよう

に思いました。」彼女は信仰によってその一歩

を踏み出した。「それからすべてが変わったと

思 います。 目か らうろこが落ちたのです。福

音の計画は本当に素晴 らしい ものでした。私

はた とえどんなに雲が厚 くて も，友 人たちが

敵になっても，主の助けをいただいて自分は

主に仕 えます と，天父に約束 しました。私 は

心が弱るといつ もそうするように努めてきま

した。間違 いをす ることも多く，後悔す るよ

うな言動 も度々あ りましたが， この福音が真

実であるこ とを疑 った り，他の人につまずき

の石 を置いたりしたことは決してありません。」

彼女はそれからの6年 間，バ スとい う町で

宣教師の トーマス ・イェーツ家族 と同居 し，

乏しい貯金をはたいて子供たちの行方 を捜 し

た。しか し成 果 はなかっ.た。 「何年 間も断食

と祈 りを重ね涙の日々を過 ごしましたが，や

がて主は私に シオンへ行 く道を開いて下 さい

ました。」6年 半の伝道か ら帰ったばか りの息、

子の トーマスを交 えて，イェー ツー家 とエ リ.

ザベ スは シオンに向か った。

英国を出発するに当たって，費用がどれだ

けかかったかはわか らない。ただエ リザベ ス

はこう記している。「前途に待つ長旅に神様の

助けがあ りますように，途中でぶつぶつ不平
.
を言ったりしませんように，た とえライオンに

出会った としても文句を言いませんようにと

熱心に祈 りました。そしてこの祈 りはかなえ

られ，私は不平を言 うような事態に一度 も陥

りませんでした。私の心は始終感謝に満ちて

いました。」

しか し彼女の息子たちの言葉によれば，信

仰深 く忍耐強いエ リザベ スのひとつ忘れてい

たことがある。それは，航海の間中，死ぬほ
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ど苦 しい船酔いに悩 まされたことである。エ .

リザベ スとトーマスは，1863年7月22日 の朝，

ネブラスカ州フローレンスで結婚 し，その午

後，西部をめ ざして旅立った。エ リザベ スは

牛車に自分 と自分の トランクの両方の乗る余

地がないことを知 った時，大切に トランクに

詰めた愛蔵の陶器のことを考えて 自分は歩い

た。苦 しい旅なが ら彼女の胸は感謝でいっぱ

いであった。

「初めて聖徒たちの町を見た時 多くの人が

喜びの涙 を流 しました」 と，エ リザベスは書

いている。この涙 を流した人の中に，エ リザ

ベス自身がいたか どうかは書かれていないが，

そのひとりであったこ とは間違いない。

この忍耐強 さと感謝の気持 ちが，夫婦の愛

を一層深いものに した。後に扶助協会 中央管

理会の第7代 会長 になった娘のルイーズは，

エ リザベ スが泣いているのを見たのは，猫が

棚 を落 として大切 な陶器 を割 った時だけだ と

語っている。この時， トーマ スは，彼女のた

めに，ZCMI(ソ ル トレー ク ・シティーにあ

る合衆国で最 も古 いデパー ト)に ハビラン ド

のセ ットの輸入を依頼 した。当時彼 らはユタ

州のシピオで生活 し， 卜一マ スは監督，エ リ

ザベスは扶助協会会長 として働いていた。

夫婦の心遣いが細やかであったことは， ト

ーマスが永代移住基金の貸付金返済のため
，

エコー キャニオンの鉄道工事現場 で働 いた頃

の彼の手紙に うかがえる。エ リザベスが トー

マスにどのような手紙 を書いたかはわからな

いが， トニマスは愛情 を込め，次のような励

ましの返事 を出している。

「エ リザベ ス
， もうひとつ気になることが

ある。以前に思 うほどのことをして くれない

と君から愚痴 っぽ く言われたせいで私が ここ
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に来た と考えているよ.うだが，それは全然違 う。

わかってほ しい。君は愚痴の ように受け とら

れることを言った とい うが，私には思 いあた

ることがない……。愛す るエ リザベス，ぼ く

は小 さなわが家 と大事 な妻 とかわいい子供 た

ちを愛 している。君 といる時が最：高だ。君のそ

ばにいる時ほど楽 しくて幸せ なこ とはない。」

しか し，そのような夫婦の愛 も5人 の子供の

愛情 も，エ リザベスの心の痛 みをいやすことは

できなか った。ひ とりすす り泣 く母親にひ と

り息子の トーマスがわけ を尋ねた。す ると，彼

女はただこう答えたという。「何年 も前にイギリ

スに置いてきた子供たちのことを考えていたの。」

その子供 たちも，母親の ことを決 して忘れ

てはいなか った。別れた時に7歳 であったス

ーザンは，111歳 の時 に家 出.をし， 母親の行

方 を知 りたい と，末 日聖徒の家庭に身を寄せ

た。当時生 まれて間もなかった娘はすでに死

に， もうひ とりの娘はそれか ら数年後に亡 く

なった。 しか し，1870年 頃 にひとりの宣教師

がスー ザンと会い， シピオのイェーツ家に彼

女のことを知 らせ た。 こうして，ほんのちょ

っとした きっかけで，母 と娘はユ タで再会 し

たのであった。

スーザンは妹の行方を捜 した。ウィ リアム

は最：後の娘だけは母親 に会 わせ まいとして，

皮 肉にもイギ リスからアメ リカへ移住 してき

たのである。 こうして， ミシガン州の新聞広

告で， スーザンは目ざす妹 を捜 しあてたので

あった。そして4人 の娘全員が， トーマスと

エ リザベスに結び固め られた。

エ リザベ スの言葉が聞こえるようである。

「正義が見放 され るの をただの一度も見たこ

とがない」 と。







組織と各部門の機能

教会員の登録状況や，教会諸活動の現況を把握 し，各種報告書を作成 し，教会運営

に必要 な資料 を提供す る。

教会資金を管理 し，教会諸事業，諸活動が円滑に推進 されるよう，資金の有効な運

用活動 を行なう。

教会諸事業，諸活動に必要な適切 な物品を優良取引先 より，低廉な価格にて所要の

時期に購入する。

教会諸事業，諸活動に必要な不動産の調査，購入お よび賃借業務等 を担当し，各地
の教会運営の能率化 を支援す る。

教会諸事業，諸活動に必要な建物を，設計，建築 し，各地の教会活動が，能率良 く

運営 されるよう建物 を供給す る。

教会建物;集 会所が有効 に利用されるよう管理，指導 し，必要 な修理，維持，保守，

保安活動を実施する。

聖典， 指導手 引 き， レッスンテ キ・ス ト， 教会機 関誌等 の翻訳 出版 を行 ない，福音 の

学 習 と，教会 の管理運 営 を支援 す る。
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新伝道部長紹介

最も偉大な業に

携わっている喜び

日本東京南伝道部部長

デ ル バ ー ト･H･グ ロ ーバ ーグ

私が初めて日本の土を踏んだのは,今 か ら

18年 前 のことです。当時は,会 貝数が今の3

分 の1程 で,今 のように新 しい立派な礼拝堂

や ステー キ･部センター,管 理監督会地域事務

局の建物は ありませ んでした。もちろん,神

殿の具体的な計画 もあ りません。 また,ス テ

ーキ部はひとつ もな く
,日 本,沖 縄,韓 国 を

合わせてひ とつの伝道部,す なわち北部極東

伝道部が組織 されていただけでした。この18

年 間の,日 本における教会の発展は 目を見張

るばか りです。何 とい う進歩で しょう。かっ

て私が教会へお連れ した人々が,今 や福音の

中で立派に成長 して教会の指導者 とな り,教

会において結婚 し,福 音の教 えの下でそれぞ

れの家庭 を築 いているの を見 るのは,何'と 喜

ば しいことでしょう。

私は また,77年 前 のことを思い出 します。

私の母の伯父にあたるアルマ･0･テ イ ラー

は,日 本での伝道を開始するため,最:初 の4

人の宣教師のひとりとして 日本にやって来ま

した。当時の伝道は困難 この上ないものでし

た。教会員はひとりもいません し,パ ンフレ

ットもあ りません。その上,モ ルモン経はま

だ 日本語に翻訳 されていない という状態でし

た。L.T.M(言 語 訓練伝道部)も,も ちろ

んまだ組織 されていなか ったので,初 期の宣

教師たちは 日本語が理解 できませんで した。

これ らの障害 を乗 り越え,初 期の宣教師たち

は,今 日の教会の発展の基 を築いたのでした。

バプテスマはほ とんどあ りませんでしたが,

彼 らは門戸 を開いたのです。また,私 たちに

日本語のモルモン経や翻訳 された讃美歌やパ

ンフレッ トを与えて くれました。 しか し何 に

もまして素晴 らしいのは,主 のみ業が 日本の

地で進め られ,日 本人は福音の中で強い民 と

なるという確証 を与えて くれたことです。

当時の改宗者は 多くはあ りませ んで したが,

彼 らが努力したことで奇跡が起 こったのだ と

思 います。現在 も同 じように私たちが努力す

るならば,毎 月,何 千人 もの人々が教会に導

かれることでしょう。そ して私たちは,日 本

に偉大な奇跡 を起 こす働 きの一端を担 うこと

になるのです。

この時代 は,主 がまさに日本の人々 と聖徒

たちに,数 々の祝福 を注こうとしてお られる

時代であると確信 してい ます。私は教義 と聖

約4章 が,日 本における私たちに もあてはま

る ものであると信 じてい ます。

｢さ て見よ
,一 つの驚嘆すべ き業,ま さに

人の子 らの中(日 本).に 現 われん とす。……

そは,見 よ畑は早 白くして刈 り入れを待つが

故 なり。 また見よ,勢 力 をつ くして鎌 を入る

zo
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ほんとうに
あったお話

裁蛎新リ

.黛ヨ.

　
しゆう一 こはア メ リカのテキサ ス州エ ルパ

ー
なが あいだ あめ てき

ソ。 長 い間,雨 が一 滴 もふ らず,
で ひ つづ

か んかん照 りの 日が続いてい ました。
がっ げつよう ぴ あさ

しか し,9月 のは じめの月曜 日の朝に,
ま ま あめ

待 ちに待 った雨がふ りは じめ ました。

は じめ はぽつぽつ とい うてい どで した
ゆうがた あめ

が 夕方 ちか くに,雨 は あらしにか わ り,
くら そ ら はし

暗い空 をいなびか りが走 りは じめ ました。
ゆうしよ く

夕食の した くを して いた,12さ いの
い もうと た

ク リス タ と妹 は,ま どの そば に 立 っ て,
しんぱい そ と

心 配そ うに外 をながめて いました。お
とう かえ あか

父 さんが まだ帰 ってこないのです。赤

22

しゆじゆつ う とお

ち ゃんに手術 を受 け させ るため に,遠
ぴ よう6ん か あ

くの ヒュー ス トン病 院にお母 さん をお
い

くって行 っ た の です 。
ま とう

す ると間 もな く,お 父 さんはぶ じに
かえ ゆう

帰 って き ま した 。 そ の とき は もう,夕
しよく

食の した くは,す っか りできてい まし
た まえ とう

た 。食べ る前 に,お 父 さん は,｢い っ し
か ぞ く

よにひ ざまずいて家族 のいの りをしよ
い あか

う｣と 言 い ま した 。 み ん な は,赤 ち ゃ
たす か

ん を助 けて くだ さい といの りました。
か あ む あいだ とう

それか ら,お 母 さんがいない間,お 父
にん こ とくべつ しゅくふ く

さん と3人 の子 どもたちが特別の祝福
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き

っ しんチフス｣と い うび ょう気 にな り
あし

ま し た。 そ の た め に,ジ ョセ ブ の足 に

は れ もの が で き,ジ ョセ ブ は,が まん

で きな いほ ど,く る しみ ま した。
ひ

あ る 日,き ん じ ょにす む りベ カ･パ

ー キ ンス さんが
,お か あ さん の とこ ろ

にや っ て き ま した。

｢ル ー シー
,は ちみ つ パ ン を も って

きた わ。 や きた て よ。｣

｢あ りが と う
,リ ベ カ。｣

すご

｢少 しで もあなたの たすけになれば

いいんだけ ど。｣
はな し

ジ ョセ ブは,ふ た りの話 を き きな が

ら,リ ベ カ にか ん しゃ し ま した 。 ジ ョ

き こ

セ ブのおかあ さんは,び ょう気 の子 ど

26

よる

もた ちのかんぴょうで,夜 もあまりね ら

れず,と てもつかれていたか らです1お ね
にちかん

え さん の ソフ ロニ アは,も う90日 間 もび
き

ょう気 で,し ん だ よ うに な って い ました 。

｢ジ ョセ ブは
,ま だ ぐあ い が わ る い

ん で し ょ う。｣パ ー キ ンス さ ん は,お か

あ さ んに き き ま した 。"

｢え え
,な ん しゅ うか ん もね 。 『は っ

しん チ フス 』 の た め に,か た に はれ も
せんせい

の が で きた の 。 そ れ で,ス トー ン先 生
き

が,そ れ を切 りとって くださったんだ
あし

け ど,こ ん どはそのいたみが,足 に う
せ んせい あ し

つ ったの。先生 が,そ の足の はれ もの
き

も切 りとっ て,よ くしよ う として くだ

さ った ん だ け ど,ま だ なお ら な いの 。｣

す る と,お と うさ んが こ ういい ま し
にん み

た。｢な ん人 ものい しぜに見てもらった

んです。そ して,し るだんのけ っか を

まっているんです。｣
あい だ

な が い 間,ま ちつ づ け ま した 。･ジ ョ

セ ブ に は,と て もなが くか ん じ られ ま

した 。み ん な,ジ ョセ ブの た め に,で

きる だ け の こ とを しま した 。ハ イ ラ ム
あし

に い さん は,ジ ョセ ブの 足 の い たみ を
よる あ し

や わ らげ る ため,ひ る も夜 も,足 を さ

さ え て くれ ま し た。 そ れ で も,が ま ん

で き な いほ ど いた み ま した。

｢お と うさん
,が まんで きな い よ!｣

ジ ョセ ブは さけ び ま した。
せん

す る とお とうさんはいいました。｢先
せ い

生 た ちが きて くだ さったよ,ジ ョセ ブ。｣
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あし した
一 シー は 足 の下 に

,き れ い な シー ツ を

し いてや りま した。 そ の こ ろは,い た

み をけ す｢ま す い ざい｣は あ りませ ん

で した 。 そ こ で い しゃ は,ル ー シー に

い い ま した。｢ひ もを もって きて くだ さ

い 。 こ の子 をベ ッ ドに しば りつ け ま し

ょ う。.そ れ に,ブ ラ ンデ ー か,ぶ ど う
す こ

しゅを少 しもって きて くだ さい。それ
すご

をのめ ば,少 しはが まんで きるで しょ

うか ら。｣

けれ ども,ジ ョセ ブは,ブ ランデー

やぶ どうしゅをのむの をことわ り,ベ

ッ ドに しば りつけ られ るの もきらいま

した。
で

｢お かあ さん,へ や を出て。 お とう

さんがついていてくれ るからだ い じょう
なんにち

ぶ 。おか あ さん は,ぼ くを何 日もかん ぴ

ょうして くれ たか ら,と て もつ か れ て る

で し ょ う。 お と うさ んが ベ ッ ドに こ し

か け て,だ い て い て くれ れ ば,ぼ くは

が まん して しゅ じゅつ を うけ る よ。｣

す る と,い しゃ の ひ と りが い い ま し

なに

た 。｢ぼ うや は小 さいか ら,何 か の ん だ

ほ つカこい い。｣
て

ジ ョセブはお とうさんの手 をに ぎる
て

と,そ の手 を ひ っぱ り,ベ ッ ドにす わ
しゆ

らせ ま した。｢主 が た すけ て くだ さるよ。

…… ぼ く
,が まん す るか ら。｣

お と っさん は,ふ とい っで で ジ ョセ

ブ を,し っか りとだ き ま した。

こ っして,し ゅ じ ゅつ が は じま りま
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し た。 とて もい た く,く る しい しゅ じ
こえ

ゆつ で した。 ジ ョセ ブの さけび声 を き

いて,お か あさんがへや にかけこんで

きました。
き で'

･｢お か あ さん
,来 ちゃ あ だめ 。 出て

い き ロ で い

行 ろて 。 来 て ほ し一.くな い の.。 出 て行 っ

て くれ た ら,が まんす るか ら。｣

こ の よ うに レ て,ざ ん こ くな しゅ じ

ゅつ は お わ りま した 。 おか あ さん の ル

ー シー は
,く ちび る をふ る わせ なが ら,

いりぐち た

へや の入 口に じっ と立 つていま す。や

さし くジョセブのか たをささ1えていた

お とうさんは,お か あさんのほ うに,
て

もういっぽ うの手 をのば しました。
はい

お か あ さ ん は,し ず か にへ や に 入 っ

て くる と,ベ ッ ドの そば に ひ ざ まず き

ま した 。 そ して ジ ョセ ブ の,'ま っ さお

なか お をの ぞ きこみ ま した 。

ジ ョセ ブ は,す っか りつ か れ きって

い ま したが,お か あ さん が じぶ ん にや

め

さしくふれ るの をかん じて,目 をあけ

ま した。おかあ さんのルー シー ぽ,そ
み

れ を見 て,ほ っ と し ま した。
せんせい

す る と,ス トー ン先 生 は,ひ た いの

あせ をふ きな が ら,｢こ れでだ い じょう

ぶ｣と,う な ず き ま した。
しょうねん しゅ

ジョセブ少年 は,主 が たすけて くだ
し しゅ

さ った こ と を知.り ま した。 主 は お い の

りに こた え て くだ さ った の で す 。 こ う

して,あ しは なお りま した 。
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でいたのです。

最後の 日に,ブ リガム･ヤ ング大学ハワイ

キャンパスの礼拝堂で証会が開かれ ました。

私 もその場で証 をしなければな らない と感 じ

ました。けれ ども何 を証 して良いのか,こ の

訪問で私 自身の得た証は何なのか考えて しま

いました。 しか し,い くら考 えても分か りま

せん。その時｢出 て証をしなさい｣と い うみ

たまの強い励 ましを感 じ,私 は席を立ち,多

くの兄弟姉妹 の前に立ちました。

その時に,私 は答えを得 たのです。｢神 殿に

入る機会があったことを心か ら主に感謝してい

ます。私 は,今 ふたつのことを心に強 く感 じ

ています。ひ とつは,日 本にも同 じような主

の宮居が早 く必要 であるということ。もうひ

とつは,こ の福音をさらに多 くの人々に宣べ

伝えなければならない ということです。｣私は

自分の証 に驚きました。

｢福 音を多 くの人々に宣べ伝えること
。｣そ

うです。｢伝 道する｣と いう言葉が 自分の口か

ら発せ られていたか らです。

その証 を述べてか ら,私 は,伝 道について

真剣 に考 えるようにな りました。 さらに,そ

こで知 り合つたオース トラリア人のディーン･

ウ イリアムズ兄弟(元 札幌伝道部専任宣教師)

が,｢私 は 日本で伝道しました。日本が好きだ

か らです｣と 言 うのを聞き,｢日 本人である私

はなおさら自国の人々に この福音 を伝えなけ

ればならない｣と 強 く感 じたのです。

私は神殿訪問から帰ると,さ っそ く支部長

に,私 の得た証 を伝えました。私の伝道は,

そ の時か ら始 まったのです。

それか ら1年 半の間,ス テー キ部宣教師 と

して働き,専 任宣教師の召しを受けられるよ

うに準備 をしました。特に両親の伝道に対す
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る理解 と許可 を得 るように努めました。 また

地域大会の準備 も兼ねて,私 は毎週安息 日を

断食日として過ごしました。両親の許可 を得

るのがむずか しいことを知 っていたか らです。

しか し,私 には確信があ りました。｢も し,伝

道が人の業であれば,私 は両親の許可を得 ら

れないだ ろうが,こ れは神のみ業であるか ら

必ず許可 を得 ることがで きる｣と 。

地域大会 に両親 を招 き,そ れか ら父に伝道

に出たいことを話 しました。父の答えは｢二

度 と口にするな｣で した。半年 して,再 び父

に話 しました。す ると｢ま だそんなことを言

っているのか｣と 言われました。そして1976･

年2月,つ いに｢自 分で責任をもって しなさ

い｣と いう父の言葉が返 って きたのです。

伝道に出ることに対 して全 く関心のなかっ

た私 を変え,ま たむずか しいと思われた両親

の許可 を得るよう長い間私 を勇気づけて くれ

たのは,主 イエス･キ リス手の福音 です。私

は2年 間の伝道生活 を通 して,多 くの人々が

私 と同 じように真理にようて生活を変え られ

たのを見て来 ました。

｢人 は真理 を変えるこ とはできないが
,真

理は人を変 える。｣このことが真実であること

を私は心か ら証 します。

天父が今私たちに何 を望んでおられるか を

知 る時に,私 たちは真理に向かって歩むこと

がで きるのです。私は,私 を変えた回復 され

た福音 を,心 か ら感謝 しています。ジョセブ･

ス ミスは主の導 きを得てこのイエス･キ リス

トの教会を回復 したことをイエス･キ リス ト

のみ名によ り証致 します。アーメン。

㌧i



桃ではな くて人をつくる

エ ス ラ ・タ フ ト ・ヘ ン ソ ン

だ れしも逆境の時はある・それによ・て・

主が愛す る者 を鍛 えられ るためである。

人を強 くするのに助け となる教訓は，成功の

絶頂ではな く，逆境の深みにあってこそ得 ら

れるのである。物事 が順調に行っている時は

最 も危険な時期である。私たちが祝福 を感謝

し，勇気 と強さが養われるのは逆境の時代で

あることが 多い。'

も う何年 も前のこ とになるが，ある若夫婦

がアイダホで農業を始め た。資力は乏 しかっ
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たが，彼らは頭金を払って40エ ーカーの未墾

地を手に入れ，桃を中心 とした果樹の栽培 を

始めた。土地をな らし，用水路 を掘 った後，

木を植 えて，草取 りや水や り等の世話 をし，

やがて収穫の時期を迎えた。その春は特に花.

が た くさん咲 き，豊かな実 りが期待 されてい

た。 ところが，見 まわりを休んだある晩に霜

が下 り，一夜に して桃が壊滅状態になってし

まったのである。そのために若 いジ ョンは，

次の日曜日も， その次 も， そのまた次の 日曜

日も教会へ行かなかった。そこで監 督が様子

を見にや ってきた。彼は畑 にいる ジョンを見

つけて，「ジョン，何週間 も教会をごぶ さただ

が， どうしたんだい?何 かあったのか い」 と

聞いた。ジョンは，「ええ，監督，私はもう教

会に行 きません よ。 こんなひどいことをなさ

る神様 を礼拝 できると思い ますか」 と言い，

事のてんまつ を監督に話 して聞かせた.。.当然，

監督 も彼に同情 した。そして畑 をちょっと見て

からこう言った。「ジョン，霜にや られると上

等な桃ができないこ とは主 も知 ってお られる

と思 うよ。で も，.霜 がなければ立派な人間が

できないことも，主 はちゃん と承知 していら

っしゃると思 うんだ。主にとっては，桃では

なくて人間を作 ることの方が大切 なんだ。」こ

の言葉を聞いたジョンは，次の 日曜 日に教会

へ行 った。やがて翌年の収穫期がめ ぐってき

た。ジョンはのちに教会の監督 になった。

また，アイダホ州バ ンクロフ トの近 くで大

学主催の素晴 らしい会に出席 した時のことで

ある。私はその会が終わってか ら，出席 して

いた立派な農場主たちと挨拶 を交わ した。そ

の中にヨ「ス ト兄弟がいた。「ヨース ト兄弟，

畑はいかがですか。」するとヨース ト兄弟は答

えた。「はい，上々です よ，ベ ンソン兄弟。で

も3日 間で2万 ドルほどの損害を出 しました。」

私が，「それはそれは，どうしてですか。霜で

32

も降 りたんですか?」 と聞 くと，彼はこう答

えた。「ええ，小麦をやちれましてね。.ど.フい

うことかおわか りで しょう。朝からさっそ く

草刈 り機の出動です。しか し大丈夫です。倉

庫に.少しあ りますか ら。1年 分 とは言えない

までもかな り貯え七あ りま.す。飢えることは

あ りません よ。また収穫は.あるのだ し。」私 は

彼 と.別れてから，妻に言つた。「本当に立派だ

ね。」.
ドそ.れか ら.子供たちと一緒にローガンに車で

出かけ，店で子供のお菓子 を買 うため， メイ

ン系 ト.リー トに車.を止めた。す ると，だれで

あろ う，.・ほかで もない ヨー ス ト兄弟 と道で会

ったのである。「レ.・や あ，またどうしてこちら

に」.と.蘭くと，「ベ ンソン兄弟，きょうは神殿

に行 く日なんです」という返事である。私は「そ

うですか。逆境 にもめげず，不屈の精神です

ね」 と言っ.た。す るとヨー ス ト兄弟はひ とつ

の教訓を私 に与えて.くれた。「ベンソン兄弟，

不幸に見舞われればなおのこと，神殿が必要

なんです.よ。」.

不 幸に見舞われた時には，なお一層教会 と

福音が必要 であ る。神のみ業に証 を持つ男女

が， どのような非運に遭 っても快活な精神 と

強い信仰 を失わずにいられることは喜ば しい

ことである。私の知 る限 り近代国家 史上最悪

の，世 界各国経済を総なめにしたあの第2次

世 界大戦直後に，私は ヨーロッパの教会員を

見舞 った。ある教会員はかつての幸せ な家庭

を失 っていた。戦争で家 を焼かれ，家族 を殺

されて， たったひとり残 されたのであった。

その彼 らが 自分で立 って，このみ業の神聖さ

を証 し，永遠の結婚誓約の祝福や，家族が死

後 も続 くこと，死後φ世 界，ふ さわしい人々

には幸せ な再会があることなどにっいて神に

感謝す る姿 を見たのである。

確かに，私たちは自分 を見舞 う逆境に主の
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助け と神の祝福 をいただいて，必ず耐えるこ

とができる。すべての逆境は私たちを強 くし，

勇気 を与 え，神によ り近い者 となして，それ

を益に， また祝福に変えることがで きるので

ある。この末 日に，大勢の人がその逆境 を経

験 している。

私はよ く予言者ジョセブ ・スミスのことを

考える。.科に とって，彼は彼自身が仕 え， ま

た代表 しているイエ スを除いて， この世に生

きた予言者の内で最 も偉大な予言者である。

私はよくジョヤフ ・ス ミスの受けた試練 と苦

難を考える。 リバ ティーの牢獄 を2度 訪れた

が，いずれの時 も私はそれを考えた。ジョセ

ブ ・ス ミスがあの不潔な牢獄で下品な男たち

に囲 まれて，数 日どころか何 ヵ月間 も過 ごし

たこ とを御存 じであろう。彼はついに耐 えき

れな くなって次のように叫んだ。
い ず こ おわ

「おお神よ，汝は何所に在したもうや。神
おお おおまくい ず こ

の隠家を蔽える大幕何所にあ りや。
とど

汝の御手はいつ まで止 まり，汝の眼すなわ

ち汝の聖 き眼はいつ まで永遠の天 より汝の民
ひ がい

と汝の僕 らの被害 を眺め，汝の耳はいつ まで

彼 らのつんざ く叫び を聞 きた もうや。
あわれみ

誠に主 よ，汝の心彼らに和 ぎ汝の愛憐の情

を受 くるまでいつまで彼 ら被害 と不当なるし

いたげ とを受 くることそ。……

おお，われらの神 よ，汝の苦 しめる聖徒 を

憶えたまえ。さらば汝の僕 ら永遠に汝の御名

を悦ばん。」(教 義 と聖約121：1-3，6)

その時，主は予言者に啓示 を下 し，次のよ

うに答えたもうた。

「わが子 よ
，汝心安かれ。汝の不幸汝の困

苦はただこれ束め間な り。
しこう

然 り而 して， もし汝よ くこれ を耐え忍ばば，

神は汝を高 きに挙げたまわん。 か くして，汝

あらゆる敵に勝つことを得ん。
たす

汝の友だちは誠に汝を援け，温 き心 と親し

き手 もて再び汝を歓び迎 えん。」(教 義 と聖約

121：7-9)

この約束に注目していただ きたい。それか

ら，主は さらに穏やかにこう諭 しておられる。

「汝いまだヨブの如 くにあらず
。汝の友だち

は， ヨブに為 したる如 く汝に向いて争わず，

また汝に罪をも負わせ ざるな り。」(教 義 と聖

約121：10)

そ して さらに次のような約束を受けた。「而

して，現に汝に罪を負わす者たちは，その希

望吹 き消 されその前途の希望溶け去 ること昇
あさ ひ

る旭 日の盛なる光に朝霜の溶け去 るが如 し。」

(教義 と聖約121：11>

また別の時に，主は予言者ジョセブ ・ス ミ
たず

スに，「地のいや果にある者すら汝の名を訊ね，
ちようろう

愚なる者 ども汝を嘲弄 し，地獄は汝に向いて

怒 りを起 さん。

然るに心の潔き者，賢 き者，貴 き者，徳 あ

る者たちは汝の手の下 よりいさめ と権威 と祝

福 とを常に求めん」(教 義 と聖約122：1-2)

と言 われた。

そ して，主は次のような意味深い言葉 を残

された。、
あな

「また もし彼ら汝を坑に投げ入れ
，または

人を殺す者の手に引渡 し死刑の宣告決るとい
ふ か み

えども， またもし汝海の深所に投ぜ られ，寄
の

せ くる大波汝 を呑 まんとし，烈風汝の敵 とな
こくあん

り，諸天黒闇 を集め，風雨火石相共に汝の道
ふさ

を塞 ぎ，なかんず く地獄のあ ぎと大 口開けて

汝を呑 まん とすとも，わが子よ汝この事 を知

れ，す なわちこれ皆汝に善か らんため，汝に

経験を与えんための ものな り，と。

『人の子』は一切 これ らの ものの下に身を

落 した り。汝は彼 より大いなるか。」(教 義 と

聖糸勺122：7-8)'
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モルモン経に登場する

民の文字体系

シ ョ ン ・L・ ソ レンセ ン

私 たち末 曜 徒は・モルモン経があること

から，古代アメ リカの文字につ いて幾 ら

かの知識を持っている。さらに私たちはこの

知識に，学者が この同 じ分野について調べ出

した事実 を加えるこ とができる。

メキシコ中部 と南部，中央ア メリカ北部に，

昔西半球で使用 されたこ とがはっきりとして

いる唯一の純粋 な文字体系があった。 またこ

の地域で， これまでに6つ 以上の異なっては

いるが相互 に関連のある文字体系が発見され

ている。そして過去何代にもわたって学者た

ちは古代アメ リカの象形文字の解読 に取 り組

んできた。しか し解読できたのはまだ一部に

過 ぎない。

大部分の古代の文明は表音文字 を一切用 い

ず，ひ とつの文字で音節や，単語あるいは意

味を表わす文字 を使 った。この体系は表意文

字 と呼ばれる。表意文字はそれぞれ一語ある

いは一概念毎にひ とつの独 自の記号 を持つ体

系であって， その数は数百，数千に も及ぶ。

中国語やエジプ ト語の文字体系がこの型であ

る。マヤやその他 の新世界の民の文字体系も

そ うであった。エジプ トの象形文字 は約750

に達 し，初期の中央アメ リカの文字数 とほぼ

同 じである。

これ らの記号のほとんどにはひ とつの中心

となる概念があった。足跡の記号は 「足」を

意味 した。しか し同時に 「行 く」あるいは 「旅

モルモン経の文字体系は，主に表意文字で，

若干の表音文字が併用されている。

脇 地``伽 、醐 ご纏9"脚3咳

噺Z幽74テ 溜絢 κ74ご ε6多〃⑫∂秘 卿 晦

)4の セ カ1㌶6瓠レ看`乙 ク`4惣 メ 医，プダ埼
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をする」 という意味 もあったと思われる。そ

こで読者はその記号の意味を正確に判断 しな

ければならなかった。また，意味 を明確にす

るためには，前後関係 に頼 るか，他の記号 を

加 えるか しなければな らなか った。そのほか

に，アルファベ ットに似た方法で音 を表わす

文字 もあった。 しか し，当時表音文字は完成

しなかったし，広範に使用 されたことはなか

った。その結果，文字 を理解す るには，相当

の経験 と深い知識が必要 とされた。一般民衆

はそのような訓練 を受ける時間がな く，主 と

して祭司や支配階級にある者が この複雑 な文

字体系 を学んだ。

モルモン経に述べ られている文字は，少数

の表音文字 を伴った表意文字であったように

見受けられる。モロナイは紀元400年 に， 自

分たちの使 っている文字は 「変体エジプ ト文

字」 と呼ぶ文字であ ると告 げている(モ ルモ

ン9：32-33)。 このニーファイ人の文字は，

複雑で，幾分扱 いに くい ものであったように

思われる。モルモンは 「私たちの言葉 では書

きつ くし難いことが 多くある」 と言 っている

(IIIニー ファイ5：18)。 また，モルモンの息

子モロナイ も次の ように言 っている。主は，
つたな

「私 たちの筆」が 「拙 いので 多 く書け るよ

うになしたまわない。……私たちが物 を書 く

時 自分の力弱さを悟 り， また言葉の用法を誤

る。」(イ テル12：24-25)以 上 のように，ニ

ーファイ人の文字 を完全に修得することは非

常に困難であった。

ベ ンジャミン王は3人 の息子に，「先祖の言

葉 をみな」使えるようになることが どれほど

重要であるか を強調 した(モ ーサヤ1：2-4

参 照)。 ここで言 う先祖の言葉 とは 「ユダヤ人

の学問 とエジプ ト人の言葉 〔す なわち文字〕」

(1ニ ーファイ1：2)を 含 んで いた。この

訓練が難 しかったことか ら，後に 「ある者は

貧乏のために学問がな く， また他の者は富が

あるから多くの学問を修めた」(IIIニー ファイ

6：12)と い う事態が生 じたのであった。

一見 したところ
，モロナイの変体エ ジプ ト

文字 と古代アメ リカの象形文字は非常に異な

った もののように思 われるか もしれない。し

か しマヤの絵文字は， リーハイがパ レスチナ

か ら持 ってきたエ ジプ ト語 と同じ要素 を土台

にしていたのであった。 もちろん個々の文字

は絶えず変化 していった。モロナイは 「代々

私たちの間に伝わってきて，私 たちの言語が

変 るにつれて変った」(モ ルモン9：32)と 言

っている。このために，「変体弄ジプ ト文字」

と呼ばれ るよ うになったのである。

この変体エジプ ト支字が どの ようなもので
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あったかを知 る唯一め手がか りは，アン トン

教授に見せた写 しである。これはモルモン経

の版か ら転写されたとされる7行 の文字で，

マーティン ・ハ リスがア ン トン教授に見せ た

ものである。この写 しが どれ くらい正確に書

き写されたものかわからないし， また文字の

上下 もわかっていない。アン トン教授は 自分

の見たものについて後に次のように記述 して

いる。

「文字は中国語の書 き方 に似 て縦書 きで
，

不器用なためか，元々そのように書かれてい

たためか，多少ゆがんだいろいろな種類の文

字が書かれていた。そしてその中に半月や星，

その他の 自然物 の様 々な線描写が混在 してい

た。文字はメキシコの十二宮の粗雑 な絵で終

わっていた。」

別の折にも，教授 はこの文字が縦書 きであ

ることを再 び述べ，次のように付け加えてい

る。「最後に大 ざっぱに円の線画が描かれてい

た。その円は幾つかの部分に分割され， いろ

いろ不思議 な記号が半円状に描かれていた。

これは明 らかにフンボル トによるメキシコの

暦か ら写 したものである。 しか し， 出所のわ

からないような描 き方であ った。」(B・H・

ロバ ー ツCo吻 形舵ηs勿6κ ㍑o刎 げ 漉6

C肱 κぬ 「教会概史」1：100-107)

ア ン ト.ン教授が見たものが どんな ものであ

ったか を書き残 しているのはただ彼ひとりで

ある。そのことか ら私たちは， モルモン経の

版に書かれていたものが古代アメリカの写本

によく似ていて， しか も象形文字が縦書 きで

あったと結論せ ざるを得 ない。

ディエゴ ・デ ・ランダは，スペイン人の征

服直後に，ユカタン(メ キシコ)の 本につい

て次の ように述べている。

「これ らの民はある種の文字 を利用し
，彼

らの本の中に古代の出来事や科学について書

いた。彼 らは，絵の中の文字や線画， ある種

の記号か らそこに記 されている事柄 を読み取

った。また人に理解 させ，教 えた。私たちは

数多 くの本にこれ らの文字が書かれているの

を見た。」(R6如6勿 η6θLαsCosαsゴ6}物oα 劾η
.「
ユ カタンの事物の関係」pp.27-28)

しか し，ランダや他 のスペイン人の司祭 は，

これ らの書物 を悪魔の書物 と考 えた。そこで

彼らは土地の人々か らできるだけ多くの本 を

取 り上げて，それを焼き捨 てて しまった。し

かし書物は土地の人々にとってきわめて貴い財

産であったので，「彼 らはこのこ とで非常に悲

しんだ。」

マ ヤの本 に は， い ち じ くの 木 の一 種 の樹 皮

か ら作 られ た紙 が使 わ れ て いた 。
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これ らのマヤあ本は，ある種のいちじくの

木の皮か ら作った紙 でできていた。この材料

で作 った長い紙 はアコーデオンの ように折 り

たたまれてお り，その一部 または全部 を開い

て見ることができるようになっていた。そし

て，各 「ページ」は，折 り目で分け られてい

た。一方， メキシコ中部では，文書は通常巻

き物のように巻 いて保存 された。

モルモン経には，金属版だけでな く，紙の

本について も書かれている。アモナイハの町

で堕落した指導者たちは，アルマ とア ミュレ

クの説教 を信 じた男女子供 を生 きたまま焼 き

殺 したが，それだけでなく，「聖文 をのせてい

る記録 も取 り出して これを火の中に投げこん

で焼 きすてた。」(ア ルマ14：8，14。 ま た，

アルマ63：12で ， 「刻む」と 「書 き写す」とい

う両方の言葉が区別 されて使 われていること

に注目していただ きたい。)

ロバー ト・カーマ ック博士は， グァテマ ラ

のキ・チエ族 に伝承 されている歴 史につ いて

書いている。この部族には各血統にそれぞれ

の本があ り，歴 史記録係，書記がいた。彼 ら

の本は歴史を叙述 し， 自分の家柄の源 を説明

し，統治権 を得 た次第や周囲の諸民族 との関

係についても書いていた。また， これらの聖

なる書物には，未来についての予言 も記 され

ていた。 これらの伝承に よる歴史は何十 とあ

り，すべて口伝 された。 しか し現在，スペイ

ン人侵入以前の本は3冊 しか残っていない。

以上の話はモルモン経に非常によ く似てい

る。ニー ファイとその子孫は彼の記録を保.存

した(歴 史 と宗教上の事柄 と1冊 ずつ計2冊

……1ニ ーファイ9：3-4 .;IIニ ー ファイ4：

14)ば か りでな く，彼の父の記録 も保存 した。

統治権があるこζを証明するために リーハイ

の記録を必要 としたレーマンとレ ミュエルの

子孫は，ニーファイが統治権 を奪 ったのだ と

主張 した。その結果，彼らはニーファイ人を

滅ぼ し，ニーファイが所有 していた記録をな

くしてしまお うとした(ア ルマ54：16-24;

イノス14参 照)。ほかに上記の記録 とは別のゼ

ニフの民の記録(モ ーサヤ25：5)， ア ルマの

系統の もの(ア ルマ63：17)， ヒ ラマ ンのもの

(ヒラマン16：25)， その他数多 くの記録があ

った。それらすべてをモルモンがひとつに し

たものが，今 日のモーサヤ書か らモロナイ書

に至 る部分 である。

もちろんすべての記録が，紙や金属に書か

れた.わけではない。文字や絵 を刻んだ石の記

念碑(「 石碑」)も モルモン経の民になじみ深

いものであった。オムナイ書20節 か ら22節 に

は，大きな石に 自分の民のこと， 自分の家系

の源，一族の最期 について刻んだジェレ ド人

の最後の王 コリアン トメルについて書かれて

いる。(イ テル1：6-32;10：31か ら，24枚

の金版が民全体ではな く，一つの家系につ い

てだけ書 いているこ とがわかる。)

最 近20年 間 に，学者たちは，マヤの石碑に

は以前考 えられていたように占星術や年代 で

はな く， 「征服や捕囚，王家の婚姻，王家の子

孫」(最 近マイケル・コウ博士が語った言葉に

よる)の こ とが書かれているということを明

らかにした。 コリアン トメルが刻んだ石は，

ひとつの王家の歴史の典型 としてこれにぴっ

た り符号する。

まだまだ古代アメリカの文字については不

明な点が 多いが，私たちにはすでにこの魅力

ある主題につ いてさらに光明と知識を求める

にあたって必要な基礎知識はあるのである。.
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婁 父は先輩宣教師

工 ロ イ ー ス ・ヘ ル

土 曜 日の朝は，伝道本部の準備 の 日です。

近 くの支部か ら宣教師たちが，モルモン

経やチラシ，テープその他，今世紀の伝道に

必要なもろもろの資料 を仕入れに来 ます。伝

道本部の中は，用事 を済ませ たり，ニュース

を交換した り，仕入れの順番を待 った りす る

長老たち，姉妹たちで一杯で した。

私は， 自分の部屋 で，3ヵ 月毎に出す報告

書のひ とつ をタイプするのに追われていまし

た。入口のちょうど外に， リチャー ド ・エ リ

クソン長老がす わっていました。一方のひざ

の上に くすんだ茶色の聖典の合本， もう一方
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に レッスンプランを広げて，せ っせ と赤鉛筆

を走 らせていました。

偶然の一致か，私が満足感に浸 りなが ら報

告書 をタイプライターか らはずしたのと，エ

リクソン長老がレッスンプランをパタンと音

を立てて閉 じたのが，ほ とん ど同時でした。

「エ リクソン長老
，長老は伝道 を始めても

うす ぐ3ヵ 月になるわね。伝道はどう?」

エ リクソン長老は意味あ り気ににっこり笑

いました。

「いいえ，姉妹， もっと経 ちます。」

「わか ってるわ。L.T.M.(言 語 訓 練伝道



部)に2ヵ 月いたっていうので し』よう。で も，

私」

「違 うんです
。」彼は私の言葉 をさえぎりま

した。「そうじゃないんです。私が言いたいの

はうLT.M.に 入 る2ヵ 月前に，私の伝道は始

まっていた とい うことなんです。」.

エ リクソン長老は，ほかの伝道部か ら移っ

てきたのだろうか。 うわさ話は何で もいつ も

私の耳 に入るけれ ども，その ような話は聞い

たこ とがない。それ とも，ときどきあるように，

病気になって一度家に帰 り，それからまた伝

道地に帰って きたのだろうか。

「いいわ，わかったわ。でも，珍 しいこと

ね。長老は， きっと特別な宣教師 として評判

になるわ。実際， クリスマ スまでには先輩に

なるってい ううわさよ。その2ヵ 月間に した

ことと伝道 とどんな関係が あるの?お 話 し

て下さらないか しら。」

エ リクソン長老は，一部始終 を次あ ように

語って くれました。

伝道の召しを受けた日が私の人生で最高の

日で した。全米バスケッ トボールチームに迎

え入れ られたこ とも， イー グルスカウ トにな

ったことも，問題ではあ りませんでした。そ

の時，母 と妹たちは，2ヵ 月の予定でフェニ

ックスにいる祖母の ところに出かけていて，

家にいたのは父 と私のふた りだけでした。私

は，母に電話で召 しが きたこ とを伝え終わ る

と，受話器 をかけなが ら歓声を上げました。

「ね え
，お父さん，僕， まだ信 じられない。

お母 さん も素晴 らしいことだって思 って くれ

てるよね， きっ と。それはそ うと，おばあさ

んの具合少 しよ くなったって言ってたよ。」私

は うれ しさを隠し切れずに， ドアの上べ りに

飛びついて， ドアにぶ らさが りました。

すると，父が，「す ぐにでも伝道を始めたい

のだろっ?」 と穏やかな口調で言いました。

「うん
。明 日か らで も始めたい。L.T.Mに

入 って，それか ら飛行機で 目的地に着 くまで

なんて， とて も待てない。」

「リッチ
，そうじゃないんだ。お父さんが

言いたいのは，今す ぐ伝道 を始めたいか とい

っことなんだ。」

「今す ぐ?だ ってパパ
，手紙には3月20

日に ソル トレー ク ・シティーの伝道本部に入

るようにって書いてあるよ。」

「お父さんが言ったのほ
，伝道本部に入る

ことじゃなくて，ここで始めようということなんだ。」

父は大 きな椅子にゆったりと腰かけ， じっ

と私 を見つめ ました。寒の 目は何か言いた気

でした。私は暖炉のそばの足台に腰 をおろし

て，父の言葉を待ちました。

「くどくど言いた くない
。 リッチには伝道

の準備ができているとだけ言えば十分だろう。

みんな もそう思 っている。や るべ きことはみ

んなや ったのだからね。 ところで，このとと

を言ったか どうかわか らないが私は リッチ を

誇 りに思っているよ。」

理由 もな く，私は 目頭が熱 くなるのを覚え

ました。そして，涙 を見られまいと，あわて

て靴のひもを結ぶふ りをしました。

「しか し，伝道は若者に とってなかなか難

しいものだ。伝道に出て最初の頃は，生活 を

順応 させ るために，それまで経験 しなかった

ような緊張感や問題 を体験す ることになるか

らね。まあ，適度の緊張はためになると思 う。

それによって入は成長す るか'らね。 しかし，

ときどきあるこ とだが，.そうした緊張に耐え

られないと，それは伝道の妨げ となる。」

「で もお父さん。お父さんは僕に，準備が

できているって言ったでしょう。」

「そ うだね
。大切なことはみんなね。神権

は尊んでいるし，定員会で も一生懸命働いて

いる。セ ミナ リー もよ.くやった し，この1年
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はインスティテユー トも頑張 った。」

「そのほか には?」

「それ じ々
，小さなことについて話そう。

母さんも私 も，個人の責任 というこ とについ

て随分教えて きたつ もりだ。だか ら， リッチ

は大人の行動が とれると思 う。まあ，たいて

いの場合はね。」そして，父は笑いなが ら言 い

ました。「しかし，母さんは少 しリッチに甘か

ったようだ。」

「それはないよ
，お父さん。」

「リッチに甘 くす ることは母さんの特権だ

と思 う。だが，宣教師 として知 らなければな

らな いことは沢 山あ る とい うこ とだけは言

ってお きたい。 しかしもし私 と一緒 に今か

らそれに対応する方法を学んでおけば，伝道

生 活に適応す るの も楽だろう。ちょうどいい

ことに， しばらくの間は リッチ と私のふた り

だけだ。宣教師の同僚 とい うことでや ってみ

ようじゃないか。そ うすればわか るよ。」そ う

言っと，父は深 く腰 をかけ直 しました。

私 は，父の言葉が まだ よくのみ込めません

でした。「つ まり，パパが先輩で，僕が後輩の

宣教師になるっていうこと?そ れはいいや。

それで， どんなことをす るの?チ ラシを配

るの?わ か った， ビゲロー姉妹やヤング兄

弟の家に行 くんでしょう。」 ダー クスー ツを着

て，父 と一緒に近所の家 を訪問 してまわった

ら，みんなは驚 くに違 いない。私は，近所の

入々のびっくりした顔 を思い浮かべ なが ら，

思わず，笑いました。

「いや
，チ ラシは配 らない。明日になれば

わか るよ。さて と， もう休んだ方がよさそう

だね。」父は椅子から立ち上がると，身体 を伸

ば しました。

「先に寝てていいよ
，お父 さん。僕， ちょ

っとだけテレビ見てか ら寝 るか ら。」

「もう時間が遅いよ
。さあ長老，ベ ッ ドに
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入 る時間です よ。」私はこの初めての先輩宣教

師の態度にす っか り驚いてしまいましたざ

「日はとっ くに昇って るよ!」 大きな
，は

っきりとした呼び声が聞 こえました。

私はび っくりして，ベ ッドからはね起 きま

した。いつ もの父な ら，私 の部屋の前 を通 る

時，特 に休みの問は， そっと忍び足で通 って

くれます。時計を見たら，6時 で した。私は

笑 って， またベ ッドにもぐり込みま した。

する と，入 口の ドアがバ タンと開きました。

「長老
，起 きる時間です よ。お祈 りが終わ

った らす ぐ身仕度 をして。20分 以内に台所に

来て下 さい。」ドアは静かに閉 じました。私は

あぜんとして しまいました。

台所に行 って見 ると，テーブルはきちん と

セッ トされていました。 しか し，朝食は何 も

用意されていません。朝の光が 白いレー スの

カーテンを通 してアフ リカすみれにこぼれ，

父は窓ぎわで，母の揺 り椅子 にもたれて聖典

を読 んでいました。

きょとん として立っている私に，父は笑い

ながら，「長老，きょうの朝食の当番 はあなた

ですよ」 と言 うのです。そこで，戸棚からコ

ー ンフレー クを出そうとす ると
，父は またも，

「それでは宣教師の仕事 はで きない
。一度だ

け しか言わないか ら，よ く聞いておきなさい」

と言って，右手の指 を4本 立てました。

「4つ の基礎食品がある
。健康を保つ ため

にそれが必要 なんだ。そ して，毎食取る必要

がある。まず， ミルクか乳製品，次に肉類つ

まり蛋 白質 を多 く含んでいる もの，果物 と野

菜， それか ら穀類。毎食，この4つ の基礎 食

品 を忘れないで取ることだ。さあ， さっそ く

作ってごらん。」

私は肩越 しにときどき父1の方 を見ては，何 に

しようかと冷蔵庫の中をやたらと物色しながら，

静かでのん きな父に何が起こったのだろうか

、
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と考えてしまいました。

冷汗をか きなが ら身を切 られるような思い

で，で も泣 きごとは言わずに，4つ の基礎食

品を使った朝食をどうにか7時 までに用意す

ることがで きました。私はちょっぴ り得意で

した。父はだまって椅子の横にひざまず くと，

いつ もの ように主に祈 りを捧げました。

食事が終わ り，後片づけをふた りで済 ませ

ると，.父が言いました。「長老，次は勉強の時

間です。 さあ，ここにすわって。」

「ところで
， りッチは午前中スーパーマー

ケッ トの仕事があるだろう。.でも，午後は暇

になる。そこで監督 と相談 したのだが，監督

も私の考えを非常に喜んで くれてね，私 たち

のホームティーチ ングの割 り当て を変えて く

れたんだよ。これが新 しく訪問する人たちだ。」

私 は リス ト.を手に とって見た。

「お父さん。これ，ワー ド部の不活発な人

たち全貝の リス トじゃない。」

「いや，全員じゃないよ。でも，忙 しくな

ることは事実だね。そこで， きょうの午後，

この人たちのことを考えてほ しいんだ。一人

一人につ いて考え
， また家族 について考 え，

彼 らを助けるために何がで きるか， どうすれ

ば手 を差 し伸べ られ るか，検討 してほ しいん

だよ。特に，今晩訪問す るマー リン家族につ

いてね。 リッチ， レッスンは君がするんだよ。

さて と，私は出かけな くちゃ。5時 ちょっ と

前には帰 って来るか ら，今夜の食事 は私が用

意しよう。 リッチは レッスンの準備 をしなき

ゃならないんだか ら。」父はそ う言って，家 を

出ました。

私はどうや らマ ー リン家での最初の集会 を

混乱 させ てしまった ようです。自分でもへ ま

ばか りしたことがわかっています。話でな く

てお説教 をしてしまったのです。それに，故

意にではなかったのですが，マー リン兄弟が

タバコに火をつけた時せ き払いをし，また，リ

ンダ ・マー リンに，学校 をやめていたことを

すっか り忘れて，学校はどうと聞いてしまい

ました。

翌朝，父は第2段 階に入りました 。6時 で

はな く，5時 半に， トレーニングウェアを着

て私の部屋に入って来ました。バ スケットボ

ールの シー ズン以来
，私が調子を くずしてい

ると思ったらしいのです。

「宣教師 は沢山歩か な くちゃな らない
。

それもリッチが行 くところでは特にね。だか

ら，良いコンデ ィションに してお く必要があ

る。」家の北側にある小さな丘に向かって，私

たちはさ'っそうと走って行 きました。「さて…」

さて?次 は何 をしようとい うのだろ うか。

太陽 もまだ顔 を出さないこんな暗い中で，一

体何 をす るのだろ う。

「兄弟姉妹の皆 さん」少し大げ さな言い回

しで，父は始めました。「きょう，私たちは，

この支部に新 しくリチャー ド・エ リクソン長

老 をお迎 えす ることにな りました。とてもう

れ しいことです。では， ここでエ リクソン長

老か ら信仰について，短い話 を伺いたいと思

います。」

「エ リクソン長老」は
，少 し早い息づかい

で， 目をきょろきょろさせていましたが，信

仰について話 し始めました。小声でしたが，

2分 半の とて もよい話で した。森の中での素

晴 らしい話 を終えた後で，先輩のエ リクソン

長老 はこう言いました。「皆 さん，明日は，エ

リクソン長老が信仰 についてよ く準備した話

をして下さることでしょう。」

その夜，後輩のエ リクソン長老は疲れてい

ましたが，合本 と用語 索引， ジョセブ ・ス ミ

スの 「信仰講話∫を使って勉強 しました。、そ

のために，次の日の朝， 自分 としてはかな り

良い話ができたと思 います。
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やがて，私たちは毎朝ジョッギング(ゆ っ

くり走る運動)を するようにな りました。私

は一 日置 きに4つ の基礎 食品 を使った朝食を

作 り，その間の 日には夕食を用意 しました。

そして，夜は父と一緒にホームティーチング

の担 当家族を訪 問しました。聖 句を暗記す る

ことと，朝のジョッギングの時に父か ら割 り

当てられる話の準備 をす ることも，夜の 日課

でした。私はまた， 自分の衣類を洗た くし，

部屋を掃除 し，働 いて得たお金の使い道 を計

画 しました。5時 半の起床 と11時 の就寝 を守

ったか らといって時間の ことばか り気に して

いたわけではありませ ん。私は，宣教師にな

るために自分 を鍛 えているのだ と，心か らそ

う思っていたのです。だか ら当然，その時間

は私にとって謙遜 になる時でした。

「リッチ
，今度の日曜 日は特別な割 り当て

だ。」週の半ばに，父はそ う言って，私に割 り

当てを説明して くれました。「実は監督に，オ

ーク ・クレス ト老人ホームでの聖餐式.を我々

にさせてほしいとお願い してあったんだ。そ

れで，今度の 日曜 日は，ふた りだけで何 もか

もしなければならない。さて と，まず私が司

会をして， リッチが開会 の祈 り， ピア ノは私

が弾 くか らリッチは指揮 をする。それか らふ

た りで聖餐の祝福 をして聖餐を配 り，話 をす

る。閉会の祈 りは私が しよう。」

老人ホームは，家か ら車で1時 間ほ どかか

る小 さな峡谷にあ りました。私は， そこへ行

くことを思うと，気がふさぎました。施設の

ような所は， とにか く大嫌いだったのです。

しか し，ただ もう男らしく，宣教師のように

振る舞 うほかあ りませんでした。

次の 日.曜日が来て，父 と一緒にオー ク ・ク

レス トに行った私は，問題があるこ とに気づ

きました。表面的には宣教師の形 をし，宣教

師 らしい素振 りをしていても，内面はまだ リ
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ッチ ・エ リクソン，陽気 な性格のバ スケッ ト

ボールの花形選手のままだったか らです5万

事 にまったく準備ができていませんでした。老

人ホームは精潔で近代的で，色調 も明るく，そ

こで働いている人々も元気で した。老人たち
、.

を除いては!か と言って，彼 らが別にしわ

を寄せた暗睦顔 をしていたわけで も，のろの

ろと引きずるような歩 き方 をしていたわけで

もあ りません。また，何 もせず，ただ じっと

すわって，あ るいはテレビを見ているよ うに

見 えたということでもないのです。私は，彼

らがみな非常に孤独 に見えたことに驚 きまし

た。ある部屋には，老人た.ちを見舞 いに来て

いる友人や家族の姿 もちらほ らあ りましたが，

このような老人たちは，他の老人 とはまったく

違 った階級の人々のように映 りました。しか し，

私たちが 目に した人々の大部分は，お互いの

間でさえ孤立.しているよっに見えました。 こ

こでの地位は，お金でも美しさでも知識でも

ないのです。 自分 を訪ねて来て くれる人がい

ることなのだといっこと を私は知 りました。

私たちは，小さなレクリエーションルーム

で集会を開きました。集会には20人 ほどの人

たちが，車椅子や折 りたたみ椅子 を使.って集

まりました。彼 らの傍らの床にはつえが置か

れていました。

「親愛なる兄弟姉妹の皆さん」父が司会を

始め ました。私は父のそばにすわって，集.会

に集った一人一人の顔 を見ていました。する

と，父が話すにつれて，老人たちの疲れた顔

に微笑が現われ，昔風の眼鏡の奥で 目がキラ

キラと輝 き始め ました。私は開会の祈 りをす

るためその場 に立ちました。 しか し，なぜか

自分がそれ までしてきた祈 り方はこの場にふ

さわしくない とい う気が しました。私は しば

らくじっと頭 を垂れたまま立 っていました。

それか ら，静かに天父に祈 り始め ました。天

.
〕
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父が この場 に集 まっている人々を祝福 して下

さるように， また彼 らの霊を高め，元気づけ

るために必要な もの を与 えて下 さるように，

そ して天父に再びまみえる時まで力強 く耐え

ることがで きるように と祈 りました。

私たちはプログラムを進めました。私たち

の歌声のあとに老人たちの震える声が続 き，

それか ら聖餐の祝福に入 りました。老人たち

は，震える手でゆっ くりと聖餐 を受けました。

私は，腕を組んで輪 になっているように，私

たちの まわ りをみたまが取 り囲み， その力が

次第に大 きくなって くるのを感 じました。そ

の部屋にいて，私たちは孤独ではあ りません

でした。老 人たちもだれひとりとして孤独 を

感 じている人はいませんでした。それは，私

にとって驚きで した。彼 らの顔 は老いて しわ

が寄っていたか も知 れませ んが，聖餐 を受け

たあ との彼らは， とりわけ落 ち着いたにこや

かな顔つ きをしていました。父が話を始め る

と，彼らは熱心に父の話に耳を傾けました。

ワー ド部でよ く見かけるような私語やあ くび

をす る人，せかせか と落 ち着かない人はだれ

もいません。彼 らは，父の静かな声にじっと

聞 き入っていました。それ以上に，父の話す

大切な言葉 を聞 き漏 らす まい とい う感 じでし

た。彼 らは，この世の物か ら得 られ る慰め以

上の慰めを得ていたのです。一瞬私は身が震

えるの を感 じました。その 日，私は，聖霊を

実在す る大切 な御方 として感 じることがで き

たのです。

集会が終わって帰 り道，父 と私はふた り共

黙ったままで した。車窓か らふもとの小 さな

丘の方 を眺めていると，よもぎがほこりをか

』ぶ
って風に吹かれていました。

「ねえお父 さん
。伝道の目的はこうい うこ

となんで しょ。」私は尋ねました。「時間，運

動，4つ の基礎 食品，聖句を暗記すること，

これはみんな……」私は， 自分の言いたいこ

とを話せ ませんでした。

「それは手段 だよ
。健康 な体，準備された

心，福音の計画についての知識，疲れたり緊

張 した時に自分 自身を律す るこ と， これらは

みなただの手段 にす ぎない。だか ら神権 を行

使する必要があるんだ。」

「人々 を祝福す るためには， 人々を本当に

祝福するためには，彼らの生活に，彼 らのす

べての，つま り永遠の生活に大 きな変化を起

こす ことなんだね。」

「長老
，エ リクソン長老!さ あ出かけ よ

うよ。昼食のあとでレッスンをす ることにな

ってたけど，覚 えてるだろう?」 伝道本部の

玄関の方か ら，先輩のシャムウェイ長老の声

が しました。シャムウェイ長老は，片手に本

とチラシを山 と抱えたまま，器用に コー トを

着ま した。

「長老
，あなたのおっ しゃることがわか っ

たわ。本当に早 くか ら伝道 してらっしゃたの

ね。」私 は，静かにそ っ言いました。

エ リクソン長老は，首にえ り巻 きを巻 き，

コー トを着込みなが ら，次のように答えまし

た。「私は家にいる間に少 しでしたが緊張感と

いうもの を体験 しました。そ して，習慣 とし

なければならないことを身につけ ました。決

まった時間に起きるこ と，正 しい食事をする

こと，聖典 の勉強， きちん とした身なりをす

ること，話をよく準備す ること， このような

習慣 を伝道に出る前に身につけたのです。で

も， もっ と大切なことは，ほんのわずかでし

たが伝道 とい うもの をかいま見たことです。

.ですか ら
，伝道の大切 さを少しですが知 って

います。そのことで父に感謝 しています。」そ

して満足そうに笑う と，「父は私の先輩だった

のです」 と言って出て行 きました。
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保証 されるとい うものではないのである。ガ

ールフレン ドや両親が本人の意志に反する伝

道を勧めた り，条件 を出して伝道に出るよう

に誘 うことは，その長老のためにはな らない。

私たちは長老に報いや約束につ いて語 る必

要はない。そうす るこ とは誠意のない行為 で

ある。

克己に励む宣教師には実 りが来る。報いは

彼が仕える御方からもたらされるのである。

そのほかの どんな報い も，ぶどう園の主か ら

受け取 る賃金 とは比較にな らない。

克己には様々なかたちがある。教育や結婚

を引き延ばすこと，テ レビや映画を楽 しむ代

わりに聖典や福音のレッス ンを勉強す ること

自分のことに使 うお金 を伝道貯金にまわす こ

と。

放縦は薬物やニ コチ ン，アルコールとまった

く同様の悪癖 である。ポルノ雑誌 を読 むことも

そうである。それ をやめるには強い 自制心 を

働かせ， タバ コや酒をやめ る時の ように禁断

症状に打 ち勝つ ことが必要 である。賭け事や，

テレビの見す ぎ，食べす ぎ，眠 りす ぎ，不純

な思 い，色情，汚ない言葉，下 品な話，慎み

のない服装，嘘をつ くこと，だ ますこと， こ

れらはみな悪癖 である。そ うでない と思 う人

はそれを断ってみてほしい。ひ どい苦痛 を経

験することであろう。それ とは逆に， 克己の

生活は人格，高潔，健康， 自制， 自信， 自尊

心を培 っ.。

現代の教会の若人は両極端な社会で暮 らし

ている。世の人々はふたつに分極 し， その溝

は深い。教会の若人は安易な生活を求めては

いない。若人を伝道に駆 り立て るものは，漠

然 とした魅力や異国で働 く召しへのあこがれ

ではない。そ うさせ るのは隣人への奉仕の生
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活 であり， もっ と霊的にな りたいと.いう願い，

清い心 を追 い求め る気持ちである。若人に伝

道の決意 をさせ るのは，主のみ業への献身で

あり，全身全霊 を尽 くして働 きたい とい う望

みである。

私はこの教会へ.改宗 したひとりの若い女性

を知っている。彼女の父親はバ プテス ト教会

の牧師である。私が神殿結婚についてキンボ

ール大管長 の勧めておられることをヤ ングア

ダル トの若者たちに話 した時，そのあとの証

会で彼女はこう言った。、「私は改宗者です。父

はバプテス ト教会の牧師です。私がモルモン

教会に入った時，父は とて も嘆 きました。そ

して今，その父が 『道 を迷 った』娘にかけて

いる唯一の期待は，私の結婚式 を自分 で司式

す ることです。でも司式どころか，式に参列

す ることもできない と思います。私は父 と母

を心から愛 しています。けれ ども，私は神殿

で結婚 しなさい とい う予言者の言葉 に従わな

くてはならないのです。」

大勢の人々が宣教師の話 を聞 き，.この教会

が真実であるこ とを信 じている。そして，モ

ルモン経 とジ ョセブ ・ス ミスについて証 を述

べる。 しか し， 人生の数 々の楽 しみ を断たな

ければな らないことを知 ると，宣教師 を断わ

るのである。

タバ コや酒， その他の悪習 を断ち切 ること

ので きない人が大勢いる。彼 らはその瞬間に

永遠に忘れることのないその瞬間に，イエス

の足跡に従 って，御 父の王 国でイエスと共同

の相続人になる機会 をみ じんに砕 き捨ててい

るのであ る。

ある土曜 日の朝早 く，私 はギブソン長老 と

コルネッ ト長老 を見送 りに空港へ行 った。す

ると， ジャクソン兄弟 もギブソン長老 を見送



りに来ていた。ギブソン長老が飛行機に乗 り

込む時間になると，ジャクソン兄弟は目をう

るませながら彼と握手 をして，「教室から出て

行 きなさい， もう来な くてよろしいと君に言

った 日の.こと，覚 えているかい」 と聞いた。

ギブ ソン長老は静かに 「はい」 と答えた。す

るとジャクソン兄弟は，「また戻 って来て くれ

で，本 当によかったよ」 と言った。

また，アルゼンチンのブエ ノスアイレスで

伝道 しているモーテンセン長老か ら次のよう

な手紙 をいただいた。

「伝道が終わる半年前に
，アルゼ ンチンの

ブエノスアイレスの伝道部大会であなたのお

話 を伺いました。そして，みたまを非常 に感

じたので，大会のあ とでみたまに うながされ

て，あなたか ら約束をいただこうと思いまし

た。人 をかきわけて行って， 『私が10人 の人

にバ プテスマ を施せ ると， この目を見て約束

していただけ ませ んで しょうか』 と。正確 な

言葉 は覚 えていませんが，その ような意味の

ことをお願い しました。それまでひとりのバ

プテスマ もな く，伝道が間 もなく終わろうと

していたのです。す るとあなたは私の 目を見

つめて，確信 に満ちた声 で，私が精一杯忠実

に心 と勢力 と思い と体力とを尽 くして働 くな

らば 『10人をバプテスマに導 きます』 と約束

して下 さい.ました。あなたの言葉は偽 りでは

ないと思 いました し， 自分が求めていた約束

を得 られたと思いました。

私は心 と勢力 と思い と体 力のすべてを尽 く

して働 きました。そして，精一杯努力して2

年 間の伝道生活 を終わ りました。主は私 を祝

福 して下 さり，約束は成就 しました。2年 近

くも.まったくバプテスマがなかったのに，伝道

の最後の土曜日に，同僚 と私は水の中に立って

悔 い改めた麗 しい天父の子供，15人 に神 の王

国の扉を開 くことがで きたのです。」

私が与 えた約束は簡単なことで，神権指導

者ならばだれにで もで きたことであった。モ

ーテンセン長老は無私 の奉仕 と克己を体得 し

て， 自分の 目標 を達成 したのである。

「指導者は他の人々に期待する以上の厳格

な規律 を自らに課す必要がある。」(著者不詳)

クラレンス ・シェアラーはこっ言っている。

「指導者の真の特性は
，全力 を注 ぐに足る偉

大 な目的のために進んで犠牲 を払 う人々に見

いだされる。人はただ指導者の地位に就けば

指導者になれ るとい うわけではない……。真

の指導者になるには，孤独に耐 えなければな

らない。……真の指導者にな るには疲れ を忍

ばなければならない。指導者にはビジョンが

必要である。」

ハーバー ド大学に，長年学部長 を務めて学

生か ら愛された故ルバ ロン ・ラッセル ・ブ リ

ッグズ氏が，宿題 を忘れてきた学生にそのわ

け を尋ねた逸話が残っている。

学生は，「すみません。体の具合 いが少 し悪

かったんです。」 と答えた。

するとブ リッグズ先生は，「ス ミス君，世の

中のおお々たの仕事 は体 の具合 いが良 くない

人々の成 し遂げた仕事だ とい うことが，いっ

か君にも.わか ると思うよ」 と言ったと言 う。

克己の原則に従って生活する人は，それが

幸運の蓄積以上の大きな喜び と満足 をもたら

すことを知 るであろう。

私はこれまでいろいろなこ とを経験してき

たが，克己を実践.する時には常に全身に躍動

感のみなぎるのを感 じ，天父に近 いとい う気

持 ちを感 じる。そ して心 に温かいものがあふ

れる。私 は克己は.真実の原則であると思 う。
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